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雄物川流域の
遺跡は
旧石器時代から
縄文文化まで

横手盆地の
丘陵地や周辺部
の台地に多い

つまり洪水を避け
雄物川を見下ろす
河岸段丘の
位置で暮らしていた

縄文中期の日本
の人口２０万人

その２/３は
東北日本のブナ帯
に居住

雄
物
川
は
縄
文
文
化
の
中
心
で
あ
っ
た
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名前の由来
年貢米（御物）を運んだ川
「雄物川」となった。古くは大川

雄物川
放水路

（昭和13年）

＜雄物川＞
・一級河川
・総延長：１３３ｋｍ
・平均流量：２７６．２ｍ３/ｓ（椿川観測所）
・水源の標高：９２０ｍ



文化と経済の動脈
雄物川の舟運
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土崎港

新波港

強首港

刈和野港

大曲港

角間川港

米
・大
豆
・そ
ば
等
の
穀
物

日
用
品
（塩
・紙
・蝋
燭
・書
物
な
ど
）

建設省「大曲捷水路２記念誌」より

明治３８年
奥羽本線の
開通まで
交通の要として
繁栄した。

土崎港

角間川



雄物川の舟運（１８１０年頃）
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雄物川は
江戸時代から明治時代
にかけて物流の動脈

【川下げ】
農産物（米、大豆、そば）

【川上げ】
自給できない必需品
木綿、古着、書物
塩、砂糖
紙、蝋燭
手工業品

建設省「大曲捷水路２記念誌」より



雄物川の舟運（経済の大動脈）
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角間川・八圭地区

河川交通の要所で角間川、大保両港
の隆盛に呼応して歓楽地区として栄えた
「船頭が豪遊、三味線の音が絶えることが
なかった」 舟歌、盆踊りなど芸能遺産



横手は水害の常襲地だった
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明治２７年８月２５日 水害実況地図

国交省編「雄物川災害誌」より



干ばつ被害で流量激減

• １７０５年（宝永２年）

• １７６３年（宝暦１３年）

• １８１２年（文化９年）

• １８５３年（嘉永６年）

• １９１１年（明治４４年）

• 大正３年、５年、８年、１４年

• 昭和２年、３年、１８年、２１年、２４年
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平野部では水争いが絶えず、農作物は著しい不作となり
犠牲者多発農村は疲弊した。 芸娼妓に売られた娘も。



水神社（すいじん）
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西仙北町大巻 水神社

湯沢市 古舘 水神

岩崎町 水神社

横手市 水神まつり

中仙町豊川 水神社

西仙北町大巻 水神社

秋田県内
８５か所で水神様
を祭っている

• 飲料水（河川水、湧水）
• 灌漑用水（水田稲作）
• 火災防止

国交省編「雄物川流域の集落と住民の生活」より



雨乞い神社
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横手市下境 貴船神社

• 社に籠り降雨を祈願
• 百度詣、百万遍念仏
• 雨乞い踊り、千人踊り
• 火種を田に振りまく
• 死馬の骨、わらの牛を流す
• 高い山で焚火

協和町 加茂神社

協和町 蛇石明神

西仙北町 円行寺

大曲市 滝宮神社

東成瀬村 赤滝神社

横手市下境 貴船神社

全国各地に
約４５０貴船神社

貴船総本社
（京都左京区）

国交省編「雄物川流域の集落と住民の生活」より

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Kibune_Shinto_Shrine001.jpg
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水争い（農業用水）藩政期の主要農業用水路

水
源
の
確
保
と
公
平
な
水
分
配



雄物川筋・農業利水事業
「平鹿平野の水田化」
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【平鹿堰とその分水堰】

雄物川の河川水が及ばない地域用水
は、湧水池を活用、用水網を構築

【湧水池と用水路】

国交省編「雄物川流域の農業水利」より
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昭和23年
（1948年）

昭和38年
（1963年）

平成１５年
（2003年）



横手盆地の黄金田
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建設省「大曲捷水路記念誌」より



秋田県内の農業産出額ランキング

出所：秋田のトリセツ（昭文社）



農業振興・産業育成
「土田萬助」翁

• 大雄村生 明治２年～昭和１７年

• 大正７年から貴族院議員

• 農業振興に尽くし、舘合地区に

４５０ヘクタールの美田を実現

• 米の検査制度実現、産米品種改良、

秋田米の名声を広めた。耕地整理

• 横荘鉄道創設委員長（物流の大切さ）

（団萬鉄道、大正3年）

• 羽銀頭取、秋銀監査役、舘合小学校寄贈

祖
父



祖父・土田万助 翁

• 秋田県の土田万助、土田家は500町歩地主であるが,
他方で万助は羽後銀行.秋田銀行の発起人や頭取を

務め横荘鉄道の取締役などの企業活動を横極的に
行なった。政界にも村長や村会･郡会.県会･貴族院
(1917年以降)の各議員として傑出した人物

～京都大学データベース～

＜備前酒造本店 「大納川」の命名＞
酒造りは四代前の備前才治が大正四年に創業。銘柄

の由来は、時の貴族院議員 土田万助翁が「此の酒

は郷土の誇りである」と、当地を流れる「大納川」から

命名した。 ～備前酒造HPより～ 18



産業育成（競馬場の開設）
雄物川・旧河道 大上（おおあげ）
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http://homepage2.nifty.com/mokkiri/souko/ooage_keibajo.htm

貴族院議員の土田萬助は
産業振興で土田農場で
サラブレッドを育成、萬助の子
荘助は私費を投じて競馬場
を開設、毎年競馬を開催

土田農場で育てられた
「フレーモア」は
第三回 日本ダービーで優勝

秋田県産の日本ダービー
優勝馬は最初で最後

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Flame_Mor01.jpg


雄物川と横手市
⚫ 先人の水とのふれあい（洪水、干ばつ、水
争い、治水利用）に思いを馳せ、持続可能な

水循環を作りあげよう。

⚫子々孫々に美しい自然を残そう

⚫横手より情報発信を・・・

昭和３１年 「山と川のある町」 石坂洋次郎

平成１３年 横手焼きそば 全国へ

20横手市の市章



安全な水なくして未来なし
No safe water, No future

御清聴深謝
Thank you for your attention

吉村 和就
Kazunari YOSHIMURA

Questions & Comments are welcome to

http://gwaterjapan.com


